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（
通
関
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
二
十
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
通
関
業
法
第
六
条
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
旧
国
税
犯
則
取
締
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
処
分
は
、
新
国
税
通
則
法
第
百
五
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
処
分
と
み
な
す
。

（
清
酒
製
造
業
等
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
六
条

清
酒
製
造
業
等
の
安
定
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
製
造
業
」
を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
製
造
業
」
に
、「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う

製
造
資
金
」
を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
製
造
資
金
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
製
造
業
者
」
を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
製
造
業
者
」
に
、「
単
式
蒸
留
し

よ
う
ち
ゆ
う
の
」
を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
」
を
「
単
式
蒸

留
焼
酎
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
に
」
を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
単
式

蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
製
造
業
を
」
を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
製
造
業
を
」
に
、「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
製
造
業
者
」
を

「
単
式
蒸
留
焼
酎
製
造
業
者
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
製
造
業
」
を
「
単
式
蒸
留
焼

酎
製
造
業
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
三
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
業
対
策
基
金
」
を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
業
対
策
基

金
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
製
造
業
者
」
を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
製
造
業
者
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
各
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
製
造
業
者
」
を
「
各
単
式
蒸
留
焼
酎
製
造
業
者
」
に
、「
単
式
蒸
留
し
よ

う
ち
ゆ
う
」」を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
」」に
、「「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
製
造
業
者
」
を「「
単
式
蒸
留
焼
酎
製
造
業
者
」

に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
製
造
業
者
」
を
「
単
式
蒸
留
焼
酎
製
造
業
者
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
七
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
条
ま
で
」
を
「
こ
の
条
及
び
次
条
」
に
、「
四
十
五
年
」
を
「
四
十
七
年
」
に
改

め
る
。

第
八
十
一
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
酒
類
を
同
項
に
規
定
す
る
目
的
で
継
続
的
に
船
舶
又
は
航
空
機
に
積
み
込
む

者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
に
該
当
す
る
者
が
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
酒
類
の
主
た
る
積
込
み
場

所
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
承
認
を
受
け
た
者
が
提
出
す
べ
き
酒
税
法
第

三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
酒
類
の
製
造
場
と
み
な
さ
れ
る
場
所
は
、
そ
の
承
認
の
際
に
指
定
を
受
け
た
場

所
と
す
る
。

５

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
承
認
を
受
け
た
者
が
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
や
め
よ
う

と
す
る
場
合
の
手
続
そ
の
他
同
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
二
十
八
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
八
十
一
条
第
四
項

の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
承
認
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
目
的
で

船
舶
又
は
航
空
機
に
積
み
込
む
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
酒
類
に
係
る
酒
税
の
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
行
政
手
続
法
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
九
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
収
税
官
吏
」
を
「
国
税
庁
、国
税
局
若
し
く
は
税
務
署
の
当
該
職
員
」

に
改
め
る
。

一

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
第
六
号

二

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
第
七
号

（
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
条

金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
国
税
犯
則
取
締
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）第
十
四
条
第
一
項
」

を
「
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
百
五
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
国
税
犯
則
取
締
法
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
国
税
通
則
法
第
百
五
十
七
条

第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
三
十
一
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
百
二
十
五
条

第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
国
税
犯
則
取
締
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
は
、
新
国
税
通
則
法
第
百
五
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
と
み
な
す
。

（
ア
ル
コ
ー
ル
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
二
条

ア
ル
コ
ー
ル
事
業
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
号
中
「
国
税
犯
則
取
締
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）」を
「
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七

年
法
律
第
六
十
六
号
）」に
改
め
、「（
科
料
に
相
当
す
る
金
額
に
係
る
通
告
処
分
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
号

中
「
国
税
犯
則
取
締
法
」
を
「
国
税
通
則
法
」
に
改
め
、「（
科
料
に
相
当
す
る
金
額
に
係
る
通
告
処
分
を
除
く
。）」

を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

（
ア
ル
コ
ー
ル
事
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
三
十
三
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ア
ル
コ
ー
ル
事
業
法
第
五
条
（
第
一
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
に

限
る
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
国
税
犯
則
取
締
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
処
分
は
、
新
国

税
通
則
法
第
百
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
処
分
と
み
な
す
。

（
銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
四
条

銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
八
条
第
三
項
中
「
の
欠
損
金
額
」」を
「
に
つ
い
て
は
、
こ
の
」」に
、「
の
欠
損
金
額
並
び
に
」
を「
並
び
に
」

に
改
め
、「
規
定
す
る
特
例
欠
損
金
額
」
の
下
に
「
に
つ
い
て
は
、
こ
の
」
を
加
え
る
。

（
会
社
更
生
法
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
五
条

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
四
条
第
一
項
第
四
号
中
「
国
税
犯
則
取
締
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
十
四
条
第
一
項
」

を
「
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
百
五
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
会
社
更
生
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
三
十
六
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
会
社
更
生
法
第
二
百
四
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
旧
国
税
犯
則
取
締
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
は
、
新
国
税
通
則
法
第

百
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
と
み
な
す
。

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
七
条

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
ニ
」
の
下
に
「
及
び
ホ
（
同
号
ニ
に
掲

げ
る
酒
類
に
同
号
ホ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
植
物
を
浸
し
て
そ
の
成
分
を
浸
出
さ
せ
た
も
の
に
係
る
部
分
に
限

る
。）」
を
加
え
る
。

（
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
三
十
八
条

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
八
条
の
う
ち
租
税
特
別
措
置
法
第
八
十
七
条
の
七
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
八
十
七
条
の
七
第
二
項
」

を
「
第
八
十
七
条
の
五
第
二
項
」
に
改
め
る
。
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